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中国政府は、国内有数のリゾート地である海南島（海南省）を国際医療ツーリズムのモデル地区とする計画を進めてき

た。島内に設置された医療特区では国内で未承認の輸入医薬品や医療機器を中国全土に先行して使用可能となって

いる他、先進的な医療関連事業を対象とした様々な優遇策が打ち出されている。本計画が開始された 2013 年以降の

10年間で、施設の整備や人材確保も進み中国国内の富裕層を中心に客足が伸び続けている。本稿では、海南島の医

療特区に関する最新政策と日系企業の当地でのビジネスチャンスについて紹介したい。 

1. 中国唯一の「医療特区」 

海南島は中国最南端に位置する中国最大の

島であり、 北は瓊州（けいしゅう）海峡を挟ん

で広東省と国境を接し、西は北部湾を挟んで

ベトナムと面し、東と南は南シナ海でフィリピ

ン、ブルネイ、インドネシア、マレーシアと国境

を接している。島面積は 35,400平方キロメ

ートルであり、日本の九州とほぼ同じ大きさで

ある。 

海南島の中部東海岸、万泉河の河口に位置

する瓊海市のボアオに設置された「博鰲楽城

（ボアオ・レチェン）国際医療ツーリズム・パイ

ロットゾーン（以下、医療特区）」は中国唯一

の「医療特区」と言われている。医療特区の

全体の計画面積は 20.14平方キロメートル 

で、そのうち建設面積は 9.96平方キロメートルである。ボアオは、毎年行われるアジアの国際経済会議「ボアオアジア

フォーラム」の開催地としても知られているが、医療特区では特別許可医療・健康管理・リハビリテーション・美容医療な

どの国際医療や観光に関連する産業が試行的に展開されている。また、医療特区の国家的な位置づけとしては、国際

医療観光地、先端医学研究・開発・転化基地、国家レベル新医療機関集積地とされている。 
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2. 海南島の医療特区発展の歴史と今後の計画 

海南島での医療特区設置計画は 2013年に開始された。2013 年 に中国国務院が海南省に医療特区の設立を許可し

て以降、2015年に、海南省衛生計画生育委員会が、『「海南博鰲楽城国際医療ツーリズム先行区衛生行政許可暫定

弁法」の印刷発布（公布）に関する通知』（瓊衛体改〔2015〕17 号と『「海南ボアオ楽城国際医療ツーリズム先行区医療

技術評価弁法（試行）」の印刷発布（公布）に関する通知』（瓊衛体改〔2015〕18 号）を公布し、医療特区内の医療機関

の設置許可と医療サービス能力、医療技術の評価について規定した。さらに、2021年には発展改革委員会、商務部

により「海南自由貿易港建設支援に伴う市場参入緩和の若干特別措置に関する意見（発改体改[2021]479 号）」が発

表され、この中で医薬・衛生分野の市場参入方式の刷新や薬品市場参入に対する支援強化が言及された。以下、医

療特区における発展目標や一部政策紹介する。 

政策内容（一部抜粋） 

医療特区の 

発展目標 

2025年まで 

▪ 先端技術が集まった臨床医学と国際基準の健康診断所の建設 

▪ 中国最大の医薬品・保健食品免税店の建設 

▪ 国家特色がある医薬品・医療器械の流通ハブの形成 

2030年まで 

▪ 国内有数の医療機構の窓口と継続治療センターの建設 

▪ 国際漢方療養地の形成 

▪ 特許医療の教育地および国際医学交流センターの建設 

2035年まで 

▪ 先端医学の R&Dハブ 

▪ 医薬品・医療機器の R&D及び臨床実験ハブ 

▪ 医療園区のプラットホーム 

9つの優遇政策 

1. 医療機器と医薬品の輸入登録の早期承認区域の設置を加速する 

2. 早期区域は、自らの技術能力に応じて、幹細胞臨床研究などの最先端医療技術

研究プロジェクトの実施を宣言可能 

3. 衛生部門は、未開拓区内の非公立病院機関とその治療プロジェクトを認可する場

合、その診療範囲内で装備する必要があり、設備基準の要求を満たす大型医薬

設備も認可することが可能に 

4. 外国人医師が試験区で開業できる期間を試験的に 3年間に緩和する 

5. 試験区内における外国資本による医療機関設立の許可 

6. 試験区内の一部の医療機器・医薬品の輸入関税を適切に引き下げる 

7. 試験区内の建設用地計画指数を適切に引き上げる 

8. バイオ、医療、新エネルギーなどの関連国際機関の早期区への導入を支援・指

導し、国際会議を開催する 

9. 社会投資を誘致するため、試験区で複数の資金調達ルートを利用することを奨励 

4つのプライオリティ 

特許医療 
▪ 医療技術、医療人材 

▪ 医療機器と医薬品の特許輸入 

特許経営 ▪ 医療承認権の一部緩和、外国資本の参入と運営を許可 

特許国際医療交流 ▪ 公認国際医療機構による医療学会を開催 

特許研究 
▪ 幹細胞臨床研究などの最先端医療技術研究プロジェクト

を許可 
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発表されている支援策のうち、美容医療分野のメディカルツーリズム産業の発展支援策を例として紹介する。医療特区

に著名な美容医療機関を誘致するため、特区内の医療機関は、アメリカ・EU・日本などで流通する美容医療製品の使

用が許可1とされた。さらに、医療特区では美容医療に関する独自の奨励措置を制定することも可能である。海南省の

関連部門が連携し、医療特区の美容医療産業の発展に必要な輸入薬品・医療機器・化粧品企業および製品リス トを

作成し、関連企業の登録を国家薬品監督管理部門が支援する。また、国際的・専門的な美容医療産業の展示会誘致

や海外のハイレベルな美容医療の医師が特区において短期間医療従事することへの支援、美容医療機関の審査批

准および監督管理を規範化するなどといった優遇政策もある。 

3. 医療特区への進出を目指す日系企業のビジネスチャンス 

上記関連政策に基づく日系医薬企業のビジネスチャンスには、まずは①医薬品の流通・販売面での機会が挙げられる。

医療特区の医療機関では、安定した供給の下で海外の高品質な医薬品を必要としている。地域内で医薬品の販売・流

通チャネルを構築し、現地の需要に合った製品を提供することで、中国進出の足がかりとなりうるだろう。また、②日系

企業が強みとする、高度な医療機器や技術についてもニーズがあるだろう。さらに、③研究開発でも現地企業や医療

機関との連携機会があると考えられ、中国の医療機関と協力し、新薬の研究開発や臨床試験などのプロジェクトを共

同で進めることも可能だろう。また、④技術面のみならず、医療サービスなどソフト面での参入も考えられる。医療特区

の発展に伴い、日本の高品質の医療サービスの需要も増加することが予想される。地域内で診療・手術サービスなど

を提供することで、中国および海外の患者のニーズを応えると同時に事業拡大にも繋がるだろう。 

4. まとめ 

本年 6 月、弊行アドバイザリー室はボアオの医療特区に足を運び、現地企業や外国企業数社を訪問した。現地で話を

聞いた企業の多くは、ボアオ楽城を進出先に選んだのは、規制当局の認可を得る時間を節約するためだと語った。通

常は、薬事承認は各国独自の基準があり、承認を得るのに十数年を要する国もある。薬事承認のハードルが高ければ、

承認を得るための臨床試験の時間と投資も膨らむことになる。一方、海南島の医療特区はこうした問題がない。つまり、

医療区での事業メリットは、海外先進国での承認が得られていれば中国本土で承認されていない医薬品や医療機器を

海外の基準で利用できることであると言えよう。本土にはない先進医療のサービスを提供することで、従来海外に流れ

ていた富裕層による医療ツーリズムの需要を取り込むことが可能だ。今後の医療産業の成長を期待した日系を含む国

内外企業からの関連投資事業がさらに増加することが予想される。当室では、今後の動向に注視し引き続き関連情報

を提供していきたい。 

以上 

 

1 このうち国内での登録あるいは備案が必要な薬品・医療機器・化粧品に属する場合、法に基づき登録或いは備案しなければならない。 
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Appendix 

外国医薬・医療機器を輸入する流れ 

 

  

✓ 博鰲楽城にある医療機関、物
流代理企業と契約を結ぶ

✓ 海外企業より商品の資料提
出、博鰲楽城にある医療機関
を通して申請

✓ 初回：海南省衛健委（3営業日）、
海南省NMPA（7営業日）

✓ 非初回:博鰲楽城NMPA（5営
業日）

✓ 独自税関制度:伝統的な審査
方法は患者実際ニーズにより
輸入量を審査

✓ 博鰲楽城は量を優先し、その
後実際のニーズにより倉庫か
ら出荷

✓ 中国国内で唯一未上場輸
入薬品・機器保税倉庫

✓ 患者は博鰲楽城で医療サー
ビス・受診を受け

✓ 特許薬品は処方箋として可能

✓ 特許医療機器での治療、手
術は可能

✓ 患者は楽城の医療施設を離院
する際に、規制により、内服、外
用、注射タイプの特許薬品は持
ち帰ることが可能

✓ 患者自身使用量持ち帰可能

✓ 臨床データが収集可能

薬品・機器商品申請

特許審査

税関 受診

保税倉庫 薬品持ち帰り・臨床データ収集

出所：公開情報を基づいて、MUFGが作成 
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 発行日 タイトル 

2023年第 10号 2023/8/25 港珠澳大橋における最新動向と展望 

2023年第 9号 2023/8/22 香港 水素エネルギー社会の実現に向けた取り組み 

2023年第 8号 2023/8/22 深圳前海における 30条の金融改革措置の実施方案 

当室が発行した過去のニュースフォーカスについて、以下のリンクよりご参照： 

（日本語） https://www.bk.mufg.jp/report/chi200402/Archive_JPN.pdf 

（英語） https://www.bk.mufg.jp/report/chi200402/Archive_ENG.pdf 

中国・香港 ニュースフォーカス            アーカイブ  

▪ These materials have been prepared by MUFG Bank, Ltd. (“the Bank”) for information only. The Bank does not make any 
representation or warranty as to the accuracy, completeness or correctness of the information contained in this material.  

▪ Neither the information nor the opinion expressed herein constitute or are to be construed as an offer, solicitation, advice or 
recommendation to buy or sell deposits, securities, futures, options or any other financial or investment products. The Bank [MUFG 
Bank] is a licensed bank regulated by the Hong Kong Monetary Authority and registered with the Securities and Futures 
Commission to carry out Type 1 and Type 4 regulated activities in Hong Kong. 

▪ All views herein (including any statements and forecasts) are subject to change without notice, its accuracy is not guaranteed; it 
may be incomplete or condensed and it may not contain all material information concerning the parties referred to in this material. 
None of the Bank, its head office, branches, subsidiaries and affiliates is under any obligation to update these materials.  

▪ The information contained herein has been obtained from sources the Bank believed to be reliable but the Bank does not make 
any representation or warranty nor accept any responsibility or liability as to its accuracy, timeliness, suitability, completeness or 
correctness. Therefore, the inclusion of the valuations, opinions, estimates, forecasts, ratings or risk assessments described in this 
material is not to be relied upon as a representation and / or warranty by the Bank. The Bank, its head office, branches, 
subsidiaries and affiliates and the information providers accept no liability whatsoever for any direct or indirect loss or damage of 
any kind arising out of the use of all or any part of these materials.  

▪ Historical performance does not guarantee future performance. Any forecast of performance is not necessarily indicative of future 
or likely performance of any product mentioned in this material.  

▪ The Bank retains copyright to this material and no part of this material may be reproduced or re-distributed without the written 
permission of the Bank and the Bank, its head office, branches, subsidiaries or affiliates accepts no liability whatsoever to any third 
parties resulting from such distribution or re-distribution.  

▪ The recipient should obtain separate independent professional, legal, financial, tax, investment or other advice, as appropriate. 
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